
返
済
方
法

卒
業
後
８
年
以
内
に
返
済
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
無
利
子
で
す
。

受
付
期
間
・
３
月
３
日
〜
４
月
４
日

学
校
教
育
課
（
内
線
２
５
３
）

予

備

自

衛

官

補

受
付
期
間
・
４
月
１１
日（
金
）ま
で

試
験
日
・
４
月
１９
日
〜
２１
日

合
格
発
表
・
５
月
２６
日（
月
）

自
衛
隊
秋
田
地
方
連
絡
部

大
館
出
張
所

�
４２
―
１
３
９
８

そ

の

他

手
話
通
訳
員
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

聴
覚
や
音
声
・
言
語
機
能
に
障
害

の
あ
る
か
た
が
円
滑
な
社
会
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
意
志
伝
達
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

派
遣
費
用
・
無
料

派
遣
時
間

月
〜
木
曜
日
９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

金
曜
日

９
時
３０
分
〜
１５
時
１５
分

大
館
鹿
角
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
５２
―
３
９
５
１

届
け
出
て
く
だ
さ
い

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
の
契

約
を
し
た
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法

に
よ
り
土
地
の
権
利
取
得
者（
買
主
）

が
市
を
経
由
し
て
契
約
締
結
か
ら
２

週
間
以
内
に
知
事
に
届
け
出
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
の
必
要
な
土
地
の
面
積

�
都
市
計
画
区
域
内

５
、
０
０
０
�
以
上

�
都
市
計
画
区
域
外

１
０
、
０
０
０
�
以
上

都
市
計
画
課
（
内
線
３
５
５
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

精
神
障
害
者
居
宅
介
護
等
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

利
用
で
き
る
か
た

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
か
た

・
精
神
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
障

害
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た

サ
ー
ビ
ス
内
容

・
家
事
に
関
す
る
こ
と

・
身
体
の
介
護
に
関
す
る
こ
と

福
祉
課
（
内
線
４
０
５
）

国
有
財
産
を
売
り
ま
す

米
代
東
部
森
林
管
理
署
の
旧
庁
舎

の
土
地
、
建
物
な
ど
を
売
り
ま
す
。

現
地
説
明
会

と

き
・
３
月
１７
日（
月
）

と
こ
ろ
・
現
地

（
所
在
地
・
御
成
町
２
丁
目
３５０
―
１
）

入
札
日
・
３
月
２４
日（
月
）

米
代
東
部
森
林
管
理
署

�
５０
―
６
１
３
０

登
録
を
お
勧
め
し
ま
す

再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業

育
児
や
介
護
な
ど
に
よ
り
退
職
さ

れ
、
将
来
再
就
職
を
希
望
す
る
か
た

を
支
援
す
る
事
業
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
登
録
さ
れ
た
か
た
は
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す

支
援
内
容

・
情
報
誌
「
Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
」
の
送
付

・
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
の
案
内

・
再
就
職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談

・
教
育
訓
練
の
受
講
割
引
券
発
行

２１
世
紀
職
業
財
団
秋
田
事
務
所

�
０
１
８
―
８
６
６
―
２
１
０
０

市

民

の

善

意

▽
福
祉
事
務
所
扱
い

成
田
市
司
さ
ん（
鷹
巣
町
）
２
万
円

（
株
）サ
ク
セ
ス

４
２
、３
１
０
円

▽
社
会
福
祉
事
業
団
扱
い

鎌
田
吉
雄
さ
ん（
立
花
）

２０
万
円

長
谷
川
文
悦
さ
ん（
南
神
明
町
）１０

万
円

▽
社
会
福
祉
協
議
会
扱
い

佐
々
木
信
夫
さ
ん（
観
音
堂
）１
万
円

藤
島
洋
一
さ
ん（
大
滝
１
区
）１０
万
円

大
館
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ

３
、
３
０
０
円

Ｅ
Ｓ
Ｐ
大
館
友
の
会

３
万
円

大
館
地
区
あ
き
ぎ
ん
会

２
０
１
、
２
６
１
円

（
株
）大
同
被
服
興
業

３０
万
円

長
谷
川
文
悦
さ
ん（
南
神
明
町
）１０

万
円

申
・
問

問

顧客に自ら給
油などをさせる
給油取扱所（セ
ルフスタンド）
で平成１３年から
１４年にかけて全
国で火災が５件
発生しています。
その原因は、人
体に帯電してい

た静電気が給油口のキャップをゆるめた瞬間、
キャップ付近の車体金属部分に放電し、給油口
からでたガソリン蒸気に引火したものです。
大館広域管内（大館市・比内町・田代町）に

はセルフスタンドが３施設ありますが、このよ
うな火災は今まで発生していません。しかし、
今後セルフスタンドが増えると予想されること
から、次の点に注意して利用しましょう。
○静電気除去のため、計量機に設置してい
る静電気除去シートに必ず触れてから給
油してください。

○給油作業は必ず１人で行い、給油口付近
に子どもなどが近づかないように注意し
てください。

○給油前に必ず自動車のドアと窓をしめて
ください。

４月から、ご
みの定期収集日
が変わります。
ごみは「ごみの
日カレンダー」
を見て、決めら
れた日に決めら

れたものを、当日朝８時３０分までに出すように
しましょう。
変更点
�「燃やせないごみ」の収集日が月２回から１
回になります。飲み物の缶の分別徹底に協力
をお願いします。

�「紙類」の収集日が月１回から２回になりま
す。また「資源ごみ」の収集日が一部変更に
なります。

※詳しくは広報と一緒に配布されています「平
成１５年度大館市ごみの日カレンダー」をご覧
ください。

申
・
問

問問

問問

問 広域消防署�４３―４１５１
セルフスタンドでの静電気にご注意

問 生活環境課（内線２０６）
４月からごみの収集日が変更

広報大館２００３．３．１�


